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地域医療により大きく貢献！！
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あたまの体操／広報室から

あたまの体操 福岡和白病院

■クロスワードの答え

病院での問診で、過剰に申告したり、逆に控えめに申告したり、事実とは異なることをついつい言っ
てしまうなんてことはないだろうか？　そういう私も毎日飲んでいるビールを「時々」と控えめに申
告したことがある。人によっては、身長を水増ししたり、体重は軽くしたり、なんてこともあるだろ
う。ところで、先生が怖そうだから、呑み忘れのある薬もしっかり呑んだことにしておこうなんて人
はいないだろうか？　身長や体重、お酒の量も然ることながら、薬などの医師からの処方や指示など
が守れなかった場合は、正直に話すことをお勧めする。１錠で効かなかったから薬を増やそう、もっ
と精密な検査をしようなんてことになれば、過剰な処方がされるだけでなく、入らぬ治療代を払うこ
とになり良いことなしになってしまう可能性がある。適切な治療のためにも、病院では正直が一番だ
ろう。ちなみに、年齢の嘘は、保険証ですぐに分かってしまうので悪しからず…。（久） 12341056
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ホワイトバード

ンシスメシツリ

セイトツヨコツ

イキテオウダン

ニツヨシツワツ

マケテエンリヨ

病院で正直に答えていますか？広報室から

手には技術、
頭には知識、
患者様には愛を

1．高 度 医 療
2．チーム医療

3．地 域 医 療

学問的に、技術的に高い水準の医療を提供します。そのために必要な施設・設備整備の拡充に努めます。
患者様の目線に立った安全で安心できるチーム医療を提供すべく、急性期医療から、早期リハビリ、退院支援まで
ニーズに沿った医療を提供します。
いつでも誰でも安心して利用できる、救急医療に重点を置いた地域の中核病院を目指し、地域の医療・福祉施設と
密接な連携を推進します。
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と

２
．
年
と
と
も
に
気
に
な
り
ま
す

３
．
味
、
味
わ
い

４
．
当
然
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
柄
。
任
務
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義
務

５
．
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６
．
酒
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酔
っ
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ふ
ら
ふ
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帰
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奥
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細
道
」
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有
名
。
松
尾
○
○
○
○
。

11
．
何
度
も
行
っ
て
な
じ
み
に
な
っ
て
い
る
こ
と

13
．
ち
ょ
っ
と
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こ
と
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わ
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○
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司
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縦
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○
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．
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○
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．
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こ
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○
○
○
歩
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。
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．
福
岡
和
白
病
院
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は
伊
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○
○
　
　
　
　

（
ツ
バ
サ
で
は
な
い
で
す
よ
）

17
．
勝
ち
の
反
対
。

18
．
人
に
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や
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脳血管内治療 福岡和白病院

治療前の血管造影
脳底動脈瘤がみられる

3D血管造影
瘤のネックが広い

電気離脱式プラチナ
コイルを留置する

1本目のコイル留置後
（ファーストコイル）

最終のコイル留置後

治療後の血管造影

頭部MRI 検査で見つかった 6 ミリの脳動脈瘤の塞栓術

①

②

③

④

⑤

⑥

　
平
成
22
年
4
月
に
福
岡
和
白
病
院
に
赴
任
し
ま
し
た

脳
神
経
外
科
の
原
田
啓
と
申
し
ま
す
。
専
門
の
脳
血
管

内
治
療
（
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
）
の
紹
介
と
私
の
方
針
を

代
表
疾
患
で
あ
る
脳
動
脈
瘤
を
例
に
述
べ
ま
す
。

　
脳
動
脈
瘤
は
、
脳
血
管
に
〝
こ
ぶ
〞
が
で
き
、
そ
の

血
管
壁
は
弱
く
、
破
裂
に
よ
り
く
も
膜
下
出
血
を
起
こ

し
ま
す
。
薬
に
よ
る
治
療
で
小
さ
く
な
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
5
㎜
以
上
の
脳
動
脈
瘤
で
は
破

裂
予
防
の
治
療
を
検
討
し
ま
す
。
治
療
法
に
は
開
頭
手

術
と
血
管
内
治
療
が
あ
り
ま
す
。
血
管
内
治
療
は
大
腿

部
の
動
脈
か
ら
2
‐
3
ミ
リ
径
の
カ
テ
ー
テ
ル
を
脳
動

脈
に
誘
導
し
、
プ
ラ
チ
ナ
製
の
〝
コ
イ
ル
〞
を
瘤
内
に

留
置
す
る
こ
と
で
脳
動
脈
瘤
へ
の
血
流
を
遮
断
し
破
裂

を
回
避
し
ま
す
。
標
準
的
な
瘤
で
は
治
療
時
間
1
時
間

30
分
、
入
院
１
週
間
で
す
。

　
脳
動
脈
瘤
コ
イ
ル
塞
栓
術
の
最
大
の
魅
力
は
「
頭
を

切
ら
な
い
」
で
治
せ
る
こ
と
で
す
。
70
％
の
脳
動
脈
瘤

は
治
療
可
能
と
思
っ
て
い
ま
す
。
逆
に
部
位
や
形
状
か

ら
30
％
の
瘤
は
治
療
で
き
ま
せ
ん
。
通
常
、
局
部
麻
酔

で
施
行
し
て
い
ま
す
。
恐
怖
心
が
あ
る
方
、
複
雑
な
病

変
で
局
部
麻
酔
で
は
難
し
い
場
合
に
全
身
麻
酔
で
施
行

し
ま
す
。
治
療
を
受
け
た
方
に
聞
く
と
、
脳
血
管
に
カ

テ
ー
テ
ル
が
通
過
し
た
り
コ
イ
ル
が
入
る
感
触
は
な
い

よ
う
で
す
。
一
方
、
塞
栓
術
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。

１
． 

血
管
の
曲
が
り
が
強
い
場
合
は
カ
テ
ー
テ
ル
や
コ

イ
ル
の
誘
導
が
難
し
く
血
管
損
傷
の
危
険
を
伴
う
。

２
． 

瘤
の
根
元
（
ネ
ッ
ク
）
が
広
い
場
合
は
完
全
に
塞

栓
で
き
な
い
。

３
． 

10
㎜
以
上
の
大
き
い
脳
動
脈
瘤
で
は
再
発
し
や
す

く
再
治
療
が
必
要
に
な
る
。
と
い
う
問
題
で
す
。

私
の
方
針
は
、

１
．
破
裂
率
の
低
い
3
‐
4
㎜
以
下
の
小
さ
い
瘤
で
は

治
療
は
行
わ
ず
、
高
血
圧
予
防
と
禁
煙
。Ｍ
Ｒ
Ｉ
検

査
や
Ｃ
Ｔ
血
管
造
影
検
査
で
経
過
観
察
。

２
．
開
頭
手
術
で
安
全
に
治
療
可
能
な
瘤
は
開
頭
手
術

を
優
先
。

３
．
脳
血
管
内
治
療
は
局
部
麻
酔
で
神
経
症
状
を
観
察

し
な
が
ら
施
行
。
た
だ
し
痛
く
な
い
よ
う
に
、
怖
く

な
い
よ
う
に
（
眠
く
な
る
薬
を
使
用
し
な
が
ら
施
行

し
ま
す
）。

４
．
最
小
限
の
カ
テ
ー
テ
ル
操
作
回
数
で
瘤
を
塞
栓
。

５
．
治
療
中
に
迷
っ
た
と
き
は
神
経
後
遺
症
を
出
さ
な

い
安
全
策
を
優
先
。

と
い
う
も
の
で
す
。

　
私
は
２
０
０
７
年
に
脳
血
管
内
治
療
専
門
医
を
取
得

し
、
現
在
１
ヶ
月
に
15
件
前
後
の
脳
血
管
内
治
療
を
施

行
し
て
い
ま
す
。
福
岡
新
水
巻
病
院
の
盛
岡
潤
先
生
が

２
０
１
０
年
に
専
門
医
を
取
得
し
、
関
連
病
院
内
の
治

療
を
共
同
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　
脳
血
管
内
治
療
の
領
域
は
機
材
の
進
歩
が
日
進
月
歩

で
あ
る
た
め
、「
手
術
は
不
可
能
」、「
開
頭
手
術
し
か

な
い
」、
と
判
断
さ
れ
た
方
や
、
以
前
は
治
療
不
可
能

で
あ
っ
て
も
進
歩
し
た
機
材
と
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
使
用
す

れ
ば
可
能
で
あ
る
病
変
を
多
々
見
受
け
ま
す
の
で
、
そ

の
よ
う
な
こ
と
で
困
っ
て
い
る
方
に
は
適
切
に
ア
ド
バ

イ
ス
で
き
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

切
ら
ず
に
治
す

　
　

最
新
治
療

脳
動
脈
瘤
コ
イ
ル
塞
栓
術
っ
て

ど
ん
な
も
の
？

福岡和白病院
原 田 　 啓  脳神経外科
　日本脳神経外科学会専門医
　日本脳神経血管内治療専門医
　日本脳卒中学会専門医
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吉永英俊 泌尿器科部長インタビュー 福岡和白病院

平成11年２月１日着任、50歳。宮
崎医科大卒。「内科的診断や外科
手術もある泌尿器科はとてもやり
がいがあり、非常に興味深い科で
す」趣味はバドミントン、テニス部
に所属していたように体を動かす
ことで、現在はゴルフ。自転車通勤
で体力をつける。家族は妻と長男、
長女。

 「
ト
イ
レ
が
近
く
て…

」加
齢
と
と
も
に
起
き
る
排
尿
障
害
。特
に
過
活
動
膀
胱
と
い
う
病

気
が
原
因
の
尿
失
禁
に
悩
む
女
性
は
多
い
。し
か
し
、こ
の
悩
み
も
適
切
な
治
療
で
解
決
す

る
。最
近
、増
加
し
て
い
る
前
立
腺
が
ん
な
ど
尿
路
系
悪
性
腫
瘍
は
簡
単
な
血
液
検
査
で
早

期
発
見
も
可
能
だ
。泌
尿
器
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
吉
永
英
俊
部
長
は「
と
に
か
く
早
く
診
察
を

受
け
て
く
だ
さ
い
」と
ア
ド
バ
イ
ス
。腎
疾
患
患
者
へ
の
人
工
透
析
は
現
在
三
五
床
あ
る
が
、

患
者
は
増
加
の一方
で
来
年
に
は
更
な
る
増
床
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

排
尿
障
害

悪
性
腫
瘍

人
工
透
析

福岡和白病院
吉 永 英 俊  泌尿器科部長
（日本泌尿器学会専門医・指導医）

ド
ク
タ
ー

　 イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　
最
近
「
過
活
動
膀
胱
」
と
い
う
病
名

を
お
聞
き
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
四
〇

歳
以
上
の
日
本
人
女
性
の
一
〇
人
に
一

人
が
こ
の
症
状
を
経
験
し
て
い
ま
す
。 

そ
の
字
の
通
り
、
膀
胱
が
勝
手
に
縮
ん

だ
り
、
過
敏
な
働
き
を
す
る
た
め
に
、

尿
が
十
分
溜
ま
っ
て
い
な
い
の
に
、
が

ま
ん
出
来
な
い
尿
意
が
起
こ
り
ま
す
。

そ
の
症
状
は
次
の
四
項
目
で
チ
ェ
ッ
ク

で
き
ま
す
。

①
突
然
、
ト
イ
レ
に
行
き
た
く
な
る 

「
尿
意
切
迫
感
」

②
日
中
に
八
回
以
上
ト
イ
レ
に
行
く

「
昼
間
頻
尿
」

③
夜
中
に
一
回
以
上
起
き
る 

「
夜
間
頻
尿
」

④
突
然
の
尿
意
を
が
ま
ん
出
来
な
い

「
切
迫
性
尿
失
禁
」

　
男
女
と
も
内
科
な
ど
で
、
こ
れ
ら
の

問
診
で
該
当
す
れ
ば
頻
尿
治
療
薬
を
処

方
し
て
も
ら
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
治
ら

な
い
人
は
泌
尿
器
科
を
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。
尿
モ
レ
の
悩
み
は
配
偶
者
や
親
、

子
に
も
相
談
し
に
く
く
長
い
間
、
苦
し

む
患
者
さ
ん
が
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。
バ
ス
や
電
車
に
乗
る
の
を
恐
れ
、

外
出
を
控
え
る
方
も
い
ま
す
。
治
療
薬

で
症
状
は
改
善
さ
れ
、
気
持
ち
も
明
る

く
な
り
ま
す
。
オ
シ
ッ
コ
で
悩
ん
だ
ら
、

ぜ
ひ
、
早
め
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
と
こ
ろ
尿
路
性
器
悪
性
腫
瘍
が
増

え
て
い
ま
す
。
腎
臓
、
膀
胱
、
前
立
腺
な

ど
の
が
ん
で
す
。
前
立
腺
が
ん
は
欧
米
人

に
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
最
近
は
食
生
活

の
影
響
か
五
〇
歳
以
上
の
日
本
男
性
に
も

増
え
て
い
ま
す
。
初
期
は
自
覚
症
状
が
ほ

と
ん
ど
な
く
、
血
液
検
査
の
前
立
腺
特
異

抗
原
（
Ｐ
Ｓ
Ａ
）
の
高
値
に
よ
っ
て
早
期

発
見
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

五
〇
歳
以
上
の
方
の
人
間
ド
ッ
ク
や
福
岡

市
が
実
施
し
て
い
る
ミ
ニ
ド
ッ
ク
で
は
Ｐ

Ｓ
Ａ
検
査
を
導
入
し
、
早
期
発
見
に
努
め

て
い
ま
す
。

　
前
立
腺
が
ん
は
進
行
の
遅
い
が
ん
の
代

表
で
、
タ
レ
ン
ト
間
寛
平
さ
ん
や
プ
ロ
ゴ

ル
フ
ァ
ー
杉
原
輝
雄
さ
ん
の
治
療
は
よ
く

知
ら
れ
て
い
ま
す
。
寛
平
さ
ん
は
マ
ラ
ソ

ン
を
続
け
て
い
る
し
、
杉
原
プ
ロ
も
名
プ

レ
ー
で
若
手
を
育
て
て
い
ま
す
。

　
早
期
発
見
さ
え
す
れ
ば
一
〇
年
以
上
の

生
存
は
普
通
で
す
し
、
亡
く
な
る
方
の
少

な
い
が
ん
で
す
。
発
生
の
数
は
多
い
の
で

す
が
、
治
療
が
可
能
な
病
気
で
す
。
ま
ず

は
血
液
検
査
で
の
Ｐ
Ｓ
Ａ
値
を
チ
ェ
ッ
ク

し
ま
し
ょ
う
。

　
慢
性
腎
不
全
の
患
者
へ
の
透
析
（
血
液

透
析
、
腹
膜
透
析
）
も
増
え
て
い
ま
す
。

新
病
院
建
設
時
点
で
増
床
し
現
在
三
五
床

で
午
前
、
午
後
の
二
回
透
析
し
て
い
ま
す

が
も
う
飽
和
状
態
で
す
。
そ
れ
で
来
年
夏

か
秋
ま
で
に
病
床
を
増
や
す
予
定
で
す
。 

　
私
が
こ
の
病
院
に
着
任
し
た
一
一
年
前

は
全
国
の
透
析
患
者
は
二
〇
万
人
と
言
わ

れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
年
八
〇
〇
〇
人

の
ペ
ー
ス
で
増
加
し
現
在
は
二
八
万
人
。

糖
尿
性
腎
不
全
な
ど
高
齢
者
の
患
者
さ
ん

が
増
え
て
い
ま
す
。
透
析
で
は
血
液
中
の

老
廃
物
除
去
、
電
解
質
・
水
分
量
調
整
を

し
て
い
ま
す
が
、
患
者
さ
ん
に
は
狭
心
症
、

心
筋
梗
塞
、
脳
出
血
や
脳
梗
塞
を
併
発
す

る
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。

　
和
白
病
院
は
総
合
病
院
で
脳
神
経
セ
ン

タ
ー
、
ハ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
も
完
備
し
、
し

か
も
二
四
時
間
、
三
六
五
日
間
対
応
の
救

急
病
院
で
も
あ
り
ま
す
。
患
者
さ
ん
が
安

心
し
て
治
療
を
受
け
、
何
が
起
き
て
も
対

応
で
き
ま
す
。
当
然
、
他
の
治
療
施
設
か

ら
休
日
、
深
夜
な
ど
に
救
急
搬
送
さ
れ
る

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
が
、
和
白
病
院
の
患

者
さ
ん
だ
け
で
な
く
、
他
の
病
院
の
患
者

さ
ん
も
当
院
が
あ
る
の
で
安
心
さ
れ
て
い

ま
す
。
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釜山との交流について九大で講演する蒲池顧問

康安病院（具理事長室） 昼食のひと時（おいしい焼き肉を囲んで）

文化病院

防
災
セ
ン
タ
ー
研
修

　
災
害
が
起
こ
っ
た
際
に
は
患
者
様
を
守
り
、
そ
し
て
、
多
く
の
傷
病
者
へ
の
冷
静
に
対

応
す
る
た
め
に
も
、
今
年
も
新
入
職
員
を
中
心
に
福
岡
市
民
防
災
セ
ン
タ
ー
で
研
修
を
行

い
ま
し
た
。
防
災
セ
ン
タ
ー
で
は
多
く
の
災
害
の
模
擬
体
験
が
で
き
、
良
い
経
験
と
な
り

ま
し
た
。

※

研
修
報
告
で
は
、「
消
火
器
」
を
「
消
化
器
」

と
誤
字
す
る
職
員
が
多
く
、
医
療
従
事
者

と
し
て
の
職
業
病
を
垣
間
見
ま
し
た（
笑
）

　
い
つ
、
ど
こ
で
、
ど
の
よ
う
な
災

害
が
起
こ
る
か
は
分
か
ら
な
い
の

で
、
慌
て
ず
に
適
切
な
対
応
が
と
れ

る
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
防
災
訓
練

の
重
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。

（
Ｉ
Ｃ
Ｕ
看
護
師
）

　
消
火
器
く
ら
い
簡
単
に
操
作
で
き

る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
が
、
実
際

に
使
用
す
る
と
初
め
て
の
こ
と
で
戸

惑
っ
て
し
ま
い
時
間
が
掛
か
っ
た
。

経
験
で
き
て
良
か
っ
た
。

（
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
）

参
加
し
た
職
員
の
コ
メ
ン
ト

釜
山
病
院
と
の
交
流

　総
務
課 

課
長  

西
尾
和
虎

釜
山
病
院
と
の
交
流

　総
務
課 

課
長  

西
尾
和
虎

　
今
年
三
月
に
池
友
会
グ
ル
ー
プ
と
ウ
ン
ソ
ン
グ
ル
ー
プ
（
プ
サ
ン
）
で

ア
フ
ィ
リ
エ
イ
ト
の
契
約
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　
お
互
い
の
グ
ル
ー
プ
病
院
を
見
学
す
る
こ
と
に
よ
り
刺
激
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
私
も
四
月
に
研
修
に
行
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
見
習
う
べ
き
事
が

多
く
あ
っ
た
中
、
以
下
の
二
点
に
大
き
な
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

　
　
　
●
清
潔
感
（
無
駄
な
張
り
紙
な
ど
が
な
い
）

　
　
　
●
接
遇
（
笑
顔
と
気
配
り
）

　
タ
イ
ト
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
し
た
が
、
プ
サ
ン
の
方
々
に
よ
く
し
て
い
た

だ
き
、
不
自
由
す
る
こ
と
な
く
研
修
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
し
、
食
事
も

お
い
し
か
っ
た
で
す
。（
笑
）

　
こ
れ
か
ら
も
お
互
い
良
い
所
を
吸
収
で
き
る
よ
う
交
流
を
深
め
、
良
い
病
院

づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　※

ア
フ
ィ
リ
エ
イ
ト
＝
提
携

福岡和白病院 TOPICS

新入職医師紹介
　新しい医師が入職致しました。月・火・木・金
の午前中リハビリでとても優しい素敵な笑顔で患
者様とお話して診察しています。

氏　　名：田村　潔（たむら　きよし）
所　　属：神経内科
出身大学：長崎大学
趣　　味：テレビ（IRIS－アイリス－など）、
　　　　　サスペンス映画

最新マンモグラフィに入れ替え
　増加傾向にある乳癌への正確な診断を行うために、ＰＣＭシステ

ム搭載（世界初『位相コントラスト技術』応用。約７０００万画素

もの超高密度画像撮影）の新規マンモグラフィー装置への入れ替え

を行いました。早期の乳癌のサインである癌細胞周辺の微細な石灰

化や腫瘤影を鮮明に描出でき、最高レベルの画像を提供できるよう

になりました。

第21回合同学術研究発表会
　8月29日に合同学術研究発表会が開催されまし

た。参加人数724名。一般演題56演題、特別講演

２演題があり、新武雄病院からの演題発表もあり

大変充実した内容となりました。

　今回は医局部門で銀賞：中島医師、銅賞：鳥越

医師が表彰されました。

まつり美和台に参加
　当院が建つ美和台小学校区自治会の夏まつり

に、初めて夜店を出店し、地域の方との交流を深

めることが出来ました。

　例年約１万人が参加する祭りで、20回目になり

ます。東区で高齢化率が２番目の地域ですが、こ

の町で育った方たちが、夏まつりに日程を合わせ

て帰省してくるので、非常に賑やかになります。

リハビリがとても大切なことを
知っていますので、リハビリ室受
付で受診者の体調をチェックし
ています。リハビリテーション科
のスタッフは「生き生き」して「明
るい」そして「心のこもった医療
サービス」を提供しています。
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地域医療により大きく貢献！！
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あたまの体操／広報室から

あたまの体操 福岡和白病院

■クロスワードの答え

病院での問診で、過剰に申告したり、逆に控えめに申告したり、事実とは異なることをついつい言っ
てしまうなんてことはないだろうか？　そういう私も毎日飲んでいるビールを「時々」と控えめに申
告したことがある。人によっては、身長を水増ししたり、体重は軽くしたり、なんてこともあるだろ
う。ところで、先生が怖そうだから、呑み忘れのある薬もしっかり呑んだことにしておこうなんて人
はいないだろうか？　身長や体重、お酒の量も然ることながら、薬などの医師からの処方や指示など
が守れなかった場合は、正直に話すことをお勧めする。１錠で効かなかったから薬を増やそう、もっ
と精密な検査をしようなんてことになれば、過剰な処方がされるだけでなく、入らぬ治療代を払うこ
とになり良いことなしになってしまう可能性がある。適切な治療のためにも、病院では正直が一番だ
ろう。ちなみに、年齢の嘘は、保険証ですぐに分かってしまうので悪しからず…。（久） 12341056
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101110121310

141015

10161010

171018

ニシテツツキチ

ホワイトバード

ンシスメシツリ

セイトツヨコツ

イキテオウダン

ニツヨシツワツ

マケテエンリヨ

病院で正直に答えていますか？広報室から

手には技術、
頭には知識、
患者様には愛を

1．高 度 医 療
2．チーム医療

3．地 域 医 療

学問的に、技術的に高い水準の医療を提供します。そのために必要な施設・設備整備の拡充に努めます。
患者様の目線に立った安全で安心できるチーム医療を提供すべく、急性期医療から、早期リハビリ、退院支援まで
ニーズに沿った医療を提供します。
いつでも誰でも安心して利用できる、救急医療に重点を置いた地域の中核病院を目指し、地域の医療・福祉施設と
密接な連携を推進します。
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